
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5 回 理事会  

日 時 令和 4 年 9 月 6 日  18:30～20:45 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、飯野朋彦、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、河島ます子、野上和歌 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）小学生ソフトボール大会の中止について 

      小学校ソフトボール大会について、今回はコロナの状況から中止となった。審議の結果、提案通り可
決された。 

 ２）第 1 回大村・東彼地区研修会の中止について 
9 月 29 日に開催予定としていた第 1 回大村東彼地区研修会について、講師との日程が合わず急遽中止
とする。日程調整しないまま進めてしまったことが原因。申込者への返金に際し手数料が発生する
が、大村地区の損金とし財務部が手続きを行う。講師には謝罪の上改めて日程調整をし、講師を依頼
する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）新入会承認について 
入会 1 名、退会 32 名、休会 2 名、復会 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）地域ケア会議推進リーダー導入研修会報告について 

   地域ケア会議推進リーダーの導入研修を 7 月 2 日に開催。参加人数は定員の 50 名だったが、マイペー
ジにて募集したところすぐ県外参加者で埋まってしまった。県士会員は 6 名のみ。事前の広報なども
検討。 

２）介護予防推進リーダー導入研修会報告について 
   介護予防推進リーダーの導入研修を 7 月 3 日に開催。参加人数は定員の 50 名で県内会員は 4 名のみ。 
 ３）九州ブロック教育学術担当者会議報告について 
   8 月 6 日、九州ブロックの教育学術担当者会議が開催され、新システム移行やオンライン開催での取り

組み報告、問題点の共有を行った。また九州ブロック管理者研修会では県内の参加を増やしたい。現
在 186 名申し込みあり、200 名は超える見込み。 

 ４）令和 4 年度 長崎県理学療法士協会 第 1 回学術・佐世保・県北地区合同研修会について 
   7月 24日に第 1回学術・佐世保・県北地区合同研修会を実施。参加者 69名。初めて本格的なハイブリ

ッド形式で実技交え、地区スタッフを中心に開催。動画や音声のトラブルあり、今後の反省点。事前
の打ち合わせが重要。講師モニターなどのやり取りについてもスムーズに運用できるよう検証が必
要。その他は概ね成功。精度を上げるため必要な機材等あれば購入も検討。 

 ５）全国高等学校野球選手権長崎大会メディカルサポートについて 
   高校野球のメディカルサポートを 7 月 7 日から 27 日まで実施。参加は延べ 83 名、実人数 33 名で対

応。スタッフは抗原検査や PCR 検査をしながら対応。スタッフの感染はなし。決算について、会場で
の金銭のやり取りにが難しいためオンラインでの決済の可否など検討。また、事業に参加したため仕
事を休まないといけない場合の対処についても検討していく。 

 ６）令和 4 年度九州中学校ソフトボール競技大会メディカルサポート活動について 
   8 月 5 日から 7 日まで諫早で開催され、5 名のスタッフで対応。中学校の先生にも挨拶いただき、理学

療法士への理解が広まっている印象。新しい方々の参加をいただき、マニュアル作成の効果を感じて
いる。 

 ７）2022 年度 都道府県事務局長会議 ～休会・退会の抑制について～ 
   9 月 3 日開催の全国事務局長会議に参加。休会、退会の抑制についての意見交換が主だった。長崎も近

年は休会会員が増加し入会会員が減少傾向にあることを説明。入会率は長崎が 67%で全国平均より低
かった。休会者内訳は女性が 58％、理由の 1 位は出産や育児で育児後速やかな復会の支援を検討する
必要あり。本会は｢逆境を利用しての広報機能（ICT）の充実｣を掲げ、ホームページ、会員メール、公
式 LINE の広報 3 本柱の拡充を図る旨を説明。公式 LINE 開設後ホームページの閲覧数も増加してお
り、効果ありと考える。現在公式 LINE の登録者数は 500 名で更なる増加を図る。入会率減少に関し
ては、奨学金など経済的負担ややる気など様々な原因が考えられる。学校やオリエンテーションな
ど、入会のメリットなど、発信する機会を増やすことも検討。 

（３）その他報告事項 
 １）第 2 回学術研修会でのメール送信の件について 



   第 2 回学術研修会受講者へ送った案内メールについて、宛先が To になっており、他参加者にその方々
のメールアドレスが漏洩してしまった。8 月 29 日にそのメールを発信、9 月 4 日に受講者から宛先が
Bcc になっていないとのご指摘あり、担当者が 4 日にその方に直接謝罪メールを送信。9 月 6 日に島原
病院の宮崎先生が、メールが To になっていることに気づき、脇屋部長が担当者に問い合わせたとこ
ろ、事態が発覚し報告を忘れていたとのこと。担当が 4 月から変わっているが、マニュアルがあり、
引継ぎもしていたとのこと。ダブルチェックがうまく守れていなかったことが一番の理由。多忙な時
期であり、慣れていない業務でミスが起こったとの分析。学術局長名で全員に謝罪メールを送る予
定。 

 ２）第 32 回長崎県理学療法学術大会について 
   今日付けで、事前エントリー終了。対面は 8 月 25 日に止めており 119 名、オンラインが 390 名。合計

509 名。長崎から 340 名。 
 ３）台風 11 号について 
   強い勢力の台風 11 号に対し、事前に情報収集や準備していただく旨のメールを送信。また県下全域に

アラートを発令。未返答の地区もあるが大きな被害は確認されていない。 
 ４）次回理事会について 
   次回理事会は 10 月 14 日を予定。 

 


